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帝京大学八王子キャンパス 

 

2023年度学生チャレンジ制度 活動報告書 

 

   提出日 2024年  3月 11日 

① プロジェクト

名 
スタジアムまでの道をワクワクに！ 

②プロジェクトリーダー 

・フリガナ イハラ コウスケ 
・学籍番号  

・氏名  井原  孝輔 

・学部 医療技術学部 ・学科 スポーツ医療学科 ・学年 4 

 

② 活動期間  2023年 6月 9日 ～    2023年 11月 4日 

④助成額  294,925円 

⑤活動の内容 

 及び経過 

 (具体的に) 

実施日 内容や経過 

4/28～6/2 

 

6/9 

 

 

 

7/9 

 

 

 

 

7/10～8/15 

 

 

8/16 

 

 

 

9/7 

 

 

 

ゼミ内にてプロジェクト実施内容の検討 

 

いわき FC担当者様とのリモート打ち合わせ 

・挨拶、自己紹介 

・プロジェクトの企画説明 

 

代表 3名で、現地の下見を行う。 

・企画実施場所 

・サポーターの来場時間  

・周りの環境を調査。 

 

下見を受けて修正 

・各スポットの配置場所変更 

 

いわき FC担当者様との 2度目のリモート会議 

・学生プロジェクト採択の報告 

・プロジェクト実施日の確定 

 

いわき FC担当者様との 3度目のリモート会議 

・実施日程の変更 

・選手、マスコット写真の許可申請 
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9/20 

 

 

 

9/27 

 

 

9/29 

 

10/1～10/31 

 

11/4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いわき FC担当者様との 4度目のリモート会議 

・企画で使用するユニフォームの注文 

・選手、マスコット写真の選定、確定 

 

いわき FC担当者様との 5度目のリモート会議 

・クイズで使用する選手データの提供のお願い 

 

クイズ問題確定 

 

等身大パネルやクイズ表示のためのスタンド等の購入 

 

企画実施 

・クイズラリー 

 スタジアムまでの道のりに 4か所のクイズスポットを設置。

楽しみながら歩いてもらい、またクラブについてより知っても

らうため、いわき FCクイズを出題。 

・スタジアムまでの残り時間を背番号ユニフォームで表示 

 3 か所で背番号ユニフォームを設置。24 番(残り 24 分)、11

番、6番の背番号ユニフォームを設置し、残り時間を表示。 

・等身大パネル・写真スポットの設置 

 選手 3 名とマスコットの等身大パネルを設置しクイズだけ

でなく写真スポットとしても楽しんでもらう。実際に等身大パ

ネルの横に並んで写真を撮るサポーターの方が多く見受けら

れた。 
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活動のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題 

今回、私達はいわき FCの健康増進企画に併せて、スタジアム

までの道のりをワクワクさせるための企画を考案し、実施して

きました。いわき FCの方々とのリモート打ち合わせ、メール

でのやり取り、本ゼミ内でのミーティングや現地視察など様々

な準備を行ってきました。イベント当日はサポーターの方々か

ら、「クイズやっているの？」「写真撮りたい！」などと興味を

持っていただき、お子様からご年配の方まで幅広い年代の方に

ご参加いただきました。クイズの問題に挑戦していただいてい

る最中にサポーターの方と私達学生とのコミュニケーション

もあり、非常に良い交流ができました。そして、ただ歩くだけ

でなく、ワクワクしながらスタジアムまでの道のりを歩いてい

ただけたのではないかと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

今回のイベント実施で出た課題は 2つありました。 

1つ目は時間です。私達は 14:00キックオフの試合に合わせて

当日に東京を始発で出発し、9:11着の電車で向かいました。そ

こから準備物の組み立てや設置を行い、キックオフ 3時間前の

11:00頃に開始しましたが、既に多くのサポーターの方がスタ

ジアムに到着していました。開始時間が遅かったと感じたた

め、前日に現地に入り、当日の朝に設置完了させるべきだった

と思いました。 

2つ目は全員の共通理解です。今回は主に 4年生 3人が中心と

なって活動しましたが、当日どこに何を設置するか、どのよう

に組み立てるかなど他のメンバーの理解が追いついていませ

んでした。そのため、準備がスムーズにいかなかったと感じま

した。1つ目で時間を課題として挙げましたが、準備がスムー

ズにできていればもう少しイベントに参加していただける人

数が増えたのではないかと考えます。 

今回浮き彫りになったこの 2 つの課題を来年以降は改善でき

るようにしていきたいです。 
 


